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裏面には、

詳しい 

試験研究 

結果が 

あります。

 スギ等の立木は、春から夏の生長期には

「水をあげている」と言われます。しかし、

伐採の時期や季節が異なる場合、立木中に含

まれる水分量（含水率）がどの程度違うのか、

その違いが伐採後の製材品等の乾燥に影響

するのか明らかになっていませんでした。 

 そこで、森林・林業研究センターでは、同

一のスギ林分にて、年間を通して立木を伐採

して調査を行いました。 

伐伐採採時時期期にによよりりススギギ立立木木中中  
のの水水分分量量はは異異ななるるののかか？？

立立木木のの伐伐採採時時期期がが木木材材  
のの乾乾燥燥にに影影響響すするる？？  
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若若齢齢期期ののススギギ林林分分でで立立木木をを毎毎月月3300本本伐伐採採ししてて含含水水率率をを調調べべままししたた。。  
ままたた、、同同一一月月のの満満月月とと新新月月でで伐伐採採ししてて含含水水率率をを調調べべままししたた。。  

含
水
率

調査月

100

140

180

220

260

300

340

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（％）

ススギギ立立木木のの含含水水率率はは、、月月間間、、季季節節間間でで明明

確確なな変変動動がが認認めめらられれまませせんんででししたた！！  
  
同同一一月月のの伐伐採採日日（（満満月月、、新新月月））がが違違

うう場場合合ででもも、、含含水水率率にに差差がが認認めめらられれ

まませせんんででししたた！！  

  
伐伐採採時時期期はは、、製製材材のの乾乾燥燥にに影影響響をを及及ぼぼしし

まませせんん！！  
（（  55～～77月月はは虫虫害害がが発発生生ししややすすいいののでで注注意意がが必必要要  ！！））  

平均値 月間、季節間に差無し！ 

４月～９月
光合成・生長量　大

　
葉からの蒸散　大
根の水分吸収　大

樹幹内水分移動　大

各月（季節）とも
辺材の細胞には常に
水がほぼ満タン状態！

伐採丸太（木材）の
水分量（含水率） 差が無い！

 　10月～３月
  光合成・生長量　小
　
 葉からの蒸散　小
 根の水分吸収　小

 樹幹内水分移動　小
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